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４月、(卯月 うづき)。寒風刺骨の季節を経て、いよいよ桜の季節。県内には鹽竈神社の鹽竈桜、白石川

堤一目千本桜、仙台の榴岡公園など多くの桜の名所があるが、今年こそはひがな一日足を延ばして目の保

養と味覚を堪能したいと思っている。皆さんも是非・・・・。 

２．４月の行事 

日  時 行       事        名 場        所 

４月８日（土） 宮城県日中友好協会理事会 13：30～ 宮城県民会館 401中会議室 

４月９日（日） 大河原日中友好協会「観桜会」10：00～  

会費:２０００円 

和洋亭ぶざん（開会式のみ、

終了後は自由行動） 

 

２． 仙台市日中友好協会定期総会開催について 

 ２月２５日（土）１０：３０～、仙台市日中友好協会は２０２３年度第４４回定期総会を宮城県自治労

会館４０１会議室で開催し、コロナの過中でもあり出席者は約２０名と少なめでした。 

 当日は、総会開催に先立って、本部のアリアケジャパン奨学金を授与されて

いる陝西省西安出身の東北大学教育学研究科総合教育科学専攻臨床心理学コー

ス博士後期課程 3 年の任亦雷（ニン エキライ）さんから故郷「西安」を動画

で紹介していただきました。本来ならば彼女自身から紹介していただく予定だ

ったのですが、２１日から１年ぶりに故郷「西安」に帰京することになったの

で動画放映となった次第です。 

 動画では、西安市を中心に陝西省の詳細についてご紹介いただきました。日

本人にとって北京・上海ほど馴染みはないのですが、中国を代表する古都「西

安」の魅力が十分に披露されたことと思います。 

 

３．介護講座「在宅医療って何？」（青年員会 吉澤 千明） 

３月５日（日）仙台国際センター多文化共生センター研修室で

在宅医療について学ぶ講座を開催しました。講師は県日中会員で

医師のジャ ウエンティンさん（ウエンちゃん）。参加者は会員と

一般合わせて 25名でした。自宅から視聴する方へも講座を配信す

るオンラインとリアルのハイブリット開催に初めて挑戦しました。 

講座ではウエンちゃんがなぜ日本に来たのか、なぜ医師を志し

たのかインタビューに答える形で自身の生い立ちから現在に至る

までを話してくれました。 

東北大学病院で脳外科医と働いていたウエンちゃんは、自分と

ご縁のあった人の役に立ちたいと在宅診療所を青葉区八幡町に開

業。通院困難な方や要介護の方のご自宅に定期的に訪問して診察や生活指導を行っているというウエンち

ゃんは「年長者である患者さんや介護する家族の方から学ぶことが多い」と話していました。 

病気で最期を迎える時、病院で亡くなる方が多いと思いますが、自宅で家族に見守られ最期を迎えると

いう選択もできるのだということを今回の講座に参加し初めて知りました。 

参加した方々から「自分の病気について話を聞いてもらえる人に巡り合えたとホッとしています。」「明

日は我が身と今までになく真剣且つ有意義に過ごせました。」「素晴らしいジャ先生、尊敬します。」「素晴

らしいお話でパート 2が楽しみです。」など多くの感想が寄せられました。 

 

４．女性委員会で“おひな祭りの会”を実施 （女性委員会 水戸 憲子） 
 女性委員会ではコロナ過で３年間開催できなかった恒例の「おひな祭りの会」を“今年は新しい試みで

一歩踏み出そう”と、３月１０日、県南の有名なお雛飾りの見学を中心としたバスツアーを企画しました。

県協会から佐々木謙会長をはじめ８人、宮華女から２人、そして女性委員会とその友人１６人の総勢２６

人のにぎやかな一日旅行となりました。 
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 午前中は「阿武隈川ライン舟下り」。ほとんどの人が初めてで、上り下り約７０分を３艘の船に分かれ、

船頭さんのガイドで地域の発展の歴史や名所の案内、丸森の歌まで披露してくれた船もありました。昼食

はレストラン田園で名物のホッキめしやカキめしを堪能し満足の笑顔がこぼれました。 

 午後からは丸森町豪商・齋理屋敷へ。広い敷地にいくつもの蔵が並び、初めに新しい感覚の和紙人形雛

の躍動感あふれる作品展示を鑑賞。次に旧名家の珍しい欄間の光につつまれた歴史を感じさせる、穏やか

なお内裏様とお雛様そして人形たち。様々な表情がうかがえる、奥深い美しさがあり、その前で記念撮影

をしました。 

 続いて角田市郷土資料館へ。伊達家一門の筆頭館主・石川家の雛飾りは、政宗の愛娘・牟宇姫の嫁入り

道具として持参されたという雛飾り、また各時代の異なる雛飾りを見学。また政宗直筆の書簡等、由緒あ

る品々にもふれることができました。参加された皆様から「楽しかった」「感銘を受けました」などの声も

寄せられました。最後に角田の道の駅でお買い物も楽しみました。帰途のバスでは金井恭子相談役から感

想を童謡に託しての一場面もありました。 

 ご協力いただいた河北トラベルの孫様をはじめ、送り下さったご家族の皆様に感謝いたします。また役

員の皆さんと力をあわせて無事故で行うことができ、感謝申し上げます。これからも女性委員会として日

中友好の平和交流の活動を続けてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

   
※ 丸森町齋理屋敷見学             ※ お雛様の前で集合写真 

 

５．宮城日中友好協会の行事について 

 １．理事会  ７月 ８日（土）１３：３０～ 仙台国際センター 仙台多文化共生センター研修室 

 ２．定期総会 ８月２６日（土）１３：３０～ 宮城県民会館 ４０１中会議室 

※ 7月の理事会については、宮城県民会館が取れなかったので、こちらにいたしました。お間違えの無

いようにお願いいたします。 


